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今期間，関東・中部地方とその周辺でM4.0以上の地震は108回，M5.0以上の地震は11回発生した．

このうち，関東・中部地方では，2017年11月16日に八丈島東方沖及び12月21日に鳥島近海で発生し

たともにM6.0の地震が最大の地震であった． 

2017年11月～2018年4月のM4.0以上の地震の震央分布を第1図(a)及び(b)に示す．  

主な地震活動は以下のとおりである． 

 

（1）八丈島東方沖の地震（最大M6.0，最大震度3，第3図） 

2017年11月16日18時43分に八丈島東方沖でM6.0の地震（最大震度3，今回の地震①）が発生し

た．また，この地震の北北東で，2018年3月25日23時37分にM5.8の地震（最大震度3，今回の地震

②）が発生した．今回の地震①及び②の発震機構（CMT解）は，それぞれ西北西－東南東方向に

圧力軸を持つ型及び西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型（太平洋プレートの沈み込む方

向の節面が高角）であり，いずれの地震も太平洋プレート内部で発生した． 

 

（2）茨城県南部の地震（M4.4，最大震度4，第4図） 

2017年12月2日00時12分に茨城県南部の深さ43kmでM4.4の地震（最大震度4）が発生した．この

地震は，発震機構が北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，フィリピン海プレートと陸のプ

レートの境界で発生した．この地震の震源付近で，11月5日と30日に，それぞれM4.0とM3.9の地

震（いずれも最大震度3）の地震が発生している． 

 

（3）長野県中部の地震（M5.3，最大震度4，第5図(a)～(d)） 

2017年12月6日00時13分に長野県中部の深さ10kmでM5.3の地震（最大震度4）が発生した．この

地震は地殻内で発生した．発震機構は，西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型である．

この地震の震央は，糸魚川－静岡構造線断層帯（中北部区間）の北端部付近に位置している． 

 

（4）鳥島近海の地震（M6.0，震度1以上を観測した地点なし，第6図） 

2017年12月21日12時00分に鳥島近海の深さ10km（CMT解による）でM6.0の地震（震度1以上を

観測した地点はなし）が発生した．この地震の発震機構（CMT解）は，東西方向に圧力軸を持つ

逆断層型であった． 

 

（5）東京湾の地震（最大M4.7，最大震度4，第7図(a), (b)） 

2017年12月27日22時05分に東京湾の深さ69kmでM4.5の地震（最大震度3）が発生した．また，

2018年1月6日00時54分に東京湾の深さ71kmでM4.7の地震（最大震度4）が発生した．これらの地

震は，いずれも，発震機構が東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートとフィリピン
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海プレートの境界で発生した．また，2018年1月6日のM4.7の地震は，既往の相似地震グループの

最新の地震として検出された． 

 

（6）長野県南部の地震（M4.1，最大震度4，第9図(a), (b)） 

2018年2月13日14時39分に長野県南部の深さ6kmでM4.1の地震（最大震度4）が発生した．この

地震は，地殻内で発生した．発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ型である．この地震

は2017年6月25日の長野県南部の地震（M5.6，最大震度5強）とほぼ同じ場所で発生した． 

 

（7）茨城県沖の地震（M5.1，最大震度4，第11図(a), (b)） 

2018年3月30日08時17分に茨城県沖の深さ56kmでM5.1の地震（最大震度4）が発生した．この地

震は，発震機構が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと陸のプレー

トの境界で発生した． 

また，この地震は，既往の相似地震グループの最新の地震として検出された． 

 

（8）愛知県西部の地震（最大M4.5，最大震度4，第12図(a), (b)） 

2018年4月14日15時13分に愛知県西部の深さ6kmでM4.5の地震（最大震度4）が発生した．また，

この地震発生前の同日10時36分には，ほぼ同じ場所でM3.6の地震（最大震度3）が発生するなど，

M4.5の地震を最大として，一時的にややまとまった活動となった．これらの地震は，地殻内で発

生した．4月14日15時13分のM4.5の地震の発震機構は，東北東－西南西方向に圧力軸を持つ逆断

層型である．この付近では1945年に三河地震が発生しており，周辺の地震活動は今回の地震を含

め，概ね大森・宇津公式に沿って減衰している． 

 

（9）その他の主な地震活動 

         地震の   震源の 

発生年月日   震央地名      規模(M)  深さ(km)    最大震度 

2017年 

   11月3日     茨城県北部             4.8           8      3 （第2図） 

   12月6日     茨城県北部             4.5           8      3 （第2図） 

  2018年 

1月6日     伊豆半島東方沖         4.5          11      3 （第8図） 

3月13日     千葉県北東部           4.9     51          3 （第10図） 

4月21日     千葉県東方沖           5.1          33      3 （第13図） 
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第1図(a) 関東・中部地方とその周辺の地震活動（2017年11月～2018年1月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(a)  Seismic activity in and around the Kanto and Chubu districts (November 2017 – Janurary 2018, M

≧4.0, depth≦700km). 

第1図(b) つづき（2018年2月～4月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(b)  Continued (February – April 2018, M≧4.0, depth≦700km). 
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 2017 年 11 月３日 21 時 38 分に茨城県北部の深
さ８km で M4.8 の地震（最大震度３、今回の地震
①）が発生した。また、同年 12 月６日 00 時 22 分
に茨城県北部の深さ８km で M4.5 の地震（最大震
度３、今回の地震②）が発生した。これらの地震
は地殻内で発生したもので、いずれも発震機構は
北東－南西方向に張力軸を持つ正断層型であっ
た。これらの地震は、2016 年 12 月 28 日の M6.3
の地震（最大震度６弱）の発生以降にまとまった
地震活動がみられている領域の北端付近で発生し
た。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、福島県浜通
りから茨城県北部にかけての地殻内（領域ｂ）で
は、東北地方太平洋沖地震の発生後に地震活動が
活発化し、2011 年４月 11 日に発生した M7.0 の地
震では、死者４人等の被害が生じた（被害は総務
省消防庁による）。この活発な地震活動は現在も継
続している。 
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11 月３日、12 月６日 茨城県北部の地震 

震央分布図 
（2011 年１月１日～2018 年１月 31 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2016 年 12 月 27 日までの地震を薄い×で表示 

2016 年 12 月 28 日から 2017 年 10 月 31 日の地震を薄い○で表示 

2017 年 11 月以降の地震を濃い○で表示 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年１月 31 日、 

深さ０～30km、M≧2.0） 
2017 年 11 月以降の地震を濃く表示 

今回の地震① 

ｂ 

領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影） 
（2016 年 12 月 28 日～2018 年１月 31 日、M≧1.5）

（2016年12月28日～2018年１月31日、M≧1.5）

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

東北地方太平洋沖地震発生 

福島県 

茨城県 

福島県 

茨城県 

Ｂ

Ａ 

CMT

CMT

今回の地震① 

今回の地震① 

今回の地震②

今回の地震②

今回の地震②

第2図 2016年12月28日からの茨城県北部の地震活動 
Fig. 2  Seismic activity in the northern part of Ibaraki Prefecture since December 28, 2016. 
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 2017 年 11 月 16 日 18 時 43 分に八丈島東方沖で
M6.0 の地震（最大震度３、今回の地震①）が発生
した。また、この地震の北北東で、2018 年３月 25
日 23 時 37 分に M5.8 の地震（最大震度３、今回の
地震②）が発生した。今回の地震①及び②の発震
機構（CMT 解）は、それぞれ西北西－東南東方向
に圧力軸を持つ型及び西北西－東南東方向に圧力
軸を持つ逆断層型であり、いずれの地震も太平洋
プレート内部で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震
①及び②の震源付近（領域ｂ）では、2009 年８月
13 日に M6.6 の地震（最大震度５弱）が発生して
いる。この地震の発生後、M5.0 以上の地震が同日
中に２回発生するなど、地震活動が一時的に活発
化した。 

1923 年以降の活動をみると、今回の地震①及び
②の震央付近（領域ｃ）では、1972 年２月 29 日
に M7.0 の地震（最大震度５）が発生し、千葉県館
山市布良で最大 23cm の高さの津波が観測された。
また、1972 年 12 月４日に M7.2 の地震（最大震度
６、「1972 年 12 月４日八丈島東方沖地震」）が発
生し、和歌山県串本町袋港で最大 35cm の高さの津
波が観測された（いずれの地震も津波の高さは、
験震時報（第 38 巻）による）。 
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11 月 16 日、３月 25 日 八丈島東方沖の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年３月 31 日、 

深さ０～250km、M≧3.0） 
2017 年 11 月以降の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年３月 31 日、 

深さ０～250km、M≧5.0） 

今回の地震①

ｃ

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

八丈島 

八丈島 

青ヶ島 

Ｂ 
Ａ 

ｂ 

今回の地震 

「1972 年 12 月４日

八丈島東方沖地震」

ａ 青ヶ島 

今回の地震②

海 
溝 

軸

今回の地震② 

今回の地震① 

第3図 2017年11月16日，2018年3月25日 八丈島東方沖の地震 
Fig. 3  The earthquake east off Hachijojima Island on November 16, 2017 and March 25, 2018. 
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12 月２日 茨城県南部の地震 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2017 年 12 月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 2017 年 12 月２日 00 時 12 分に茨城県南部の
深さ 43km で M4.4 の地震（最大震度４）が発生
した。この地震は、発震機構が北西－南東方向
に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海プレ
ートと陸のプレートの境界で発生した。今回の
地震の震源付近で、11 月５日と 30 日に、それ
ぞれ M4.0 と M3.9 の地震（いずれも最大震度３）
の地震が発生している。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）は、活動が活発な領域
で、M5.0 以上の地震がしばしば発生しており、
今回の地震の発生場所の近くでは、2014 年９月
16 日に M5.6 の地震（最大震度５弱）が発生し
ている。また、最近では、2016 年７月 17 日と
20 日にいずれも M5.0 の地震（いずれも最大震
度４）が発生している。 

1923 年１月以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0 程度の地震が
時々発生している。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ

ｂ 

ｃ 

今回の地震 

Ｂ

Ａ 

ＢＡ 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2017 年 12 月 31 日、 

深さ０～100km、M≧2.0） 
2017 年 12 月以降の地震を濃く表示

今回の地震 

（2016年１月１日～2017年12月31日、 
M≧1.5） 

今回の地震 

の震央位置 

第4図 2017年12月2日 茨城県南部の地震 
Fig. 4  The earthquake in the southern part of Ibaraki Prefecture on December 2, 2017. 
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12 月６日 長野県中部の地震 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2017 年 12 月 31 日、 

深さ０～40km、M≧4.5） 
2017 年の地震を赤く表示 

 

 2017 年 12月６日 00時 13分に長野県中
部の深さ10kmでM5.3の地震（最大震度４）
が発生した。この地震は、地殻内で発生し
た。発震機構は西北西－東南東方向に圧力
軸を持つ横ずれ断層型である。 

今回の地震は糸魚川－静岡構造線断層
帯（中北部）の北端部付近に位置している。

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回
の地震の震源付近（領域ａ）では、M3.0
～4.0 程度の地震がしばしば発生してお
り、今回の地震の発生場所の近くで、1999
年１月 28 日に M4.8 の地震（最大震度４、
住家一部破損３棟などの被害（総務省消防
庁による））、2004 年１月 11 日に M4.0 の

地震（最大震度４）が発生している。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（東西投影） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ａ

ｂ 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2017 年 12 月 31 日、 

深さ０～20km、M≧1.5） 
2017 年 12 月の地震を赤く表示 

今回の地震

糸魚川－静岡構造線断層帯（中北部） 

糸魚川－静岡構造線

断層帯（北部） 

長野盆地西縁

断層帯 

1923 年１月以降の活動をみると、今回
の地震の震央の周辺（領域ｂ）では、震
央の北東側で「松代群発地震」が発生し
ているほか、M5.0 程度の地震が時々発生
している。 

今回の地震

「松代群発地震」

CMT

CMTCMT 

諏訪湖 

「松代群発地震」の
活動の一部 

「昭和 59 年（1984 年）長野県西部地震」

青、緑、茶色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による
活断層を示す 

今回の地震 

西       東 

第5図(a) 2017年12月6日 長野県中部の地震 
Fig. 5(a)  The earthquake in the central part of Nagano Prefecture on December 6, 2017. 
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第5図(b) つづき 
Fig. 5(b)  Continued. 

第5図(c) つづき 
Fig. 5(c)  Continued. 
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12月6日長野県中部の地震（断層帯付近の発震機構解－三角ダイアグラム・ローズダイアグラム）

糸魚川－静岡構造線断層帯付近

長野盆地西縁断層帯付近

領域ａ

領域ｂ

領域ｃ

領域ｄ

領域ｅ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

気象庁初動解（1997年10月1日～2017年12月31日、M≧2.0、20km以浅）を使用。
断層の型（Frohlich(2001)による）を色別（青：逆断層、赤：正断層、緑：横ずれ断層）で表示。茶線は地震本部の長期評価による活断層。

今回の地震

今回の地震

今回の地震

今回の地震

今回の地震

第5図(d) つづき 
Fig. 5(d)  Continued. 
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12 月 21 日 鳥島近海の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 12 月 21 日 12 時 00 分に鳥島近海の
深さ 10km（CMT 解による）で M6.0 の地震（震
度１以上を観測した地点はなし）が発生した。
この地震の発震機構（CMT 解）は、東西方向に
圧力軸を持つ逆断層型であった。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震央付近（領域ａ）では、M6.0 以上の地

震が時々発生している。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2017 年 12 月 31 日、 

深さ０～700km、M≧4.5） 
2017 年 12 月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2017 年 12 月 31 日、 

深さ０～700km、M≧6.0） 

ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震

ａ

鳥島 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

1923 年１月以降の活動をみると、今回の地
震の震央周辺（領域ｂ）では、M6.0 以上の地
震が時々発生しているが、被害が生じた地震は
発生していない。なお、2015 年５月 30 日の深
さ 682km で発生した M8.1 の地震（最大震度５
強）では、軽傷８人等の被害が生じた（総務省
消防庁による）。 
 

父島 

母島 

鳥島 

父島

母島 

※深さは CMT 解による 

今回の地震 

第6図 2017年12月21日 鳥島近海の地震 
Fig. 6  The earthquake near Torishima Island on December 21, 2017. 
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12 月 27 日、１月６日 東京湾の地震 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年１月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

2017 年 12 月 27 日 22 時 05 分に東京湾の
深さ 69km で M4.5 の地震（最大震度３、今回
の地震①）が発生した。また、2018 年１月
６日00時 54分に東京湾の深さ71kmで M4.7
の地震（最大震度４、今回の地震②）が発生
した。これらの地震は発震機構が東西方向に
圧力軸を持つ逆断層型で、いずれも太平洋プ
レートとフィリピン海プレートの境界で発
生した。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の
地震①②の震源付近（領域ｂ）は、M5.0 以
上の地震が時々発生するなど地震活動が活
発な領域であり、東北地方太平洋沖地震の発
生以降、地震活動がより活発になっている。
最近では、2005 年７月 23 日に発生した M6.0
の地震（最大震度５強）により、負傷者 38
人、住家一部破損 12 棟などの被害が生じた
（総務省消防庁による）。 

1923 年１月以降の活動をみると、今回の
地震の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0 程度
の地震が時々発生している。このうち、1980
年９月 25 日に発生した M6.0 の地震（最大震
度４）では、死者２人、負傷者 73 人などの
被害が生じた（「日本被害地震総覧」による）。

 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年１月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2017 年 12 月以降の地震を濃く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（東西投影） 

今回の地震①
の震央位置 

今回の地震① 

西 東

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

ｂ 

ｃ 

東北地方太平洋沖地震発生 

※いずれの地震も情報発表に用いた震央地名は〔千葉県北西部〕である。

今回の地震② 

今回の地震②
の震央位置 

今回の地震①今回の地震②

第7図(a) 2017年12月27日，2018年1月6日 東京湾の地震 
Fig. 7(a)  The earthquake in Tokyo Bay on December 27, 2017 and January 6, 2018. 
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第7図(b) つづき 
Fig. 7(b)  Continued. 
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１月６日 伊豆半島東方沖の地震 

ａ

 2018 年１月６日 05 時 47 分に伊豆半島東方沖

の深さ 11km で M4.5 の地震（最大震度３）が発生

した。この地震はフィリピン海プレートの地殻内

で発生した。発震機構は北西－南東方向に圧力軸

を持つ横ずれ断層型であった。また、同日 04 時

37 分に M4.4 の地震（最大震度３）が発生するな

ど、今回の地震の発生前後には、地震活動がやや

活発となった。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震

の震央付近（領域ａ）では、2003 年、2011 年、

2016年にもやや活発な地震活動がみられている。

震央分布図（1997 年 10 月１日～2018 年１月 31 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2018 年１月の地震を濃く表示 

「1978 年伊豆大島
近海の地震」 

今回の地震

震央分布図（1923 年１月１日～2018 年１月 31 日、 

深さ０～50km、M≧4.5） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

1923 年１月以降の活動をみると、今回の地震の

震央周辺（領域ｂ）では、M6.5 以上の地震が４回

発生している。最大規模の地震は、稲取断層帯の

最新の活動である「1978 年伊豆大島近海の地震」

の M7.0 で、この地震により、伊豆半島で死者 25

人、負傷者 211 人、住家全壊 96 棟等の被害が生じ

た（「日本被害地震総覧」による）。また、伊豆大

島岡田で約 70cm（最大全振幅）等の津波が観測さ

れた（「験震時報第 43 巻」による）。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

（2018年１月１日～１月31日、M≧1.0） 

伊東沖断層帯 

ｂ

稲取断層帯 
伊豆大島

北伊豆断層帯 

図中の茶色の細線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を、

赤色の破線は海溝軸を示す 

今回の地震

稲取断層帯 

北伊豆地震 

※▲は活火山を示す 

※情報発表に用いた震央地名は〔伊豆大島近海〕である。 

図中の茶色の細線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を、

赤色の破線は海溝軸を示す 

第8図 2018年1月6日 伊豆半島東方沖の地震 
Fig. 8  The earthquake east off Izu Peninsula on January 6, 2018. 
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２月 13 日 長野県南部の地震 

 2018 年２月 13 日 14 時 39 分に長野県南部の
深さ６km で M4.1 の地震（最大震度４）が発生
した。この地震は地殻内で発生した。発震機構
は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ型であ
る。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震央周辺（領域 a）は、定常的に地震活動
がみられる領域で、今回の地震とほぼ同じ場所
で、2017 年６月 25 日に M5.6 の地震（最大震度
５強）が発生し、軽傷２人等の被害が生じた（総
務省消防庁による）。 

1923 年１月以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｂ）では、M5.0 以上の地震が
時々発生しており、Ｍ６を超える地震も４回発
生している。そのうち 1984 年９月 14 日に発生
した長野県西部地震により、死者・行方不明者
29 人等の被害が生じた（「日本被害地震総覧」
による）。今回の地震は、長野県西部地震とその

後の活動域内で発生している。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年２月 28 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2018 年２月の地震を濃く表示

ａ 

岐阜県 

長野県 

今回の地震 

図中の茶色の細線は地震調査研究推進本部の長期評価による

活断層を示す。 

長野県 

岐阜県 

御嶽山 

CMT 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年２月 28 日、 

深さ０～30km、M≧5.0） 

（2017 年６月 25 日～2018 年２月 28 日、 
M≧0.5） 

今回の地震

の震央位置

「松代群発地震」

「昭和 59 年（1984 年）
長野県西部地震」 

ｂ

福井地震 「北美濃地震」

「昭和 59 年（1984 年） 
長野県西部地震」の最大余震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

第9図(a) 2018年2月13日 長野県南部の地震 
Fig. 9(a)  The earthquake in the southern part of Nagano Prefecture on February 13, 2018. 
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A

B

C

2017年6月25日～長野県南部の地震活動
DD法による震源再決定

震源再決定後の震源分布
2017年6月25日7時～2018年2月28日24時（M≧1.0、深さ≦20km）

2017年6月25日7時～2018年1月31日の地震を青、2018年2月の地震を赤で表示

断面図（AC投影）
A

C

断面図（AB投影）
A B

時空間分布図（AB投影）
A

B

深さの時系列図

ＣＭＴ

初動

第9図(b) つづき 
Fig. 9(b)  Continued. 
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３月 13 日 千葉県北東部の地震 

 2018 年３月 13 日 15 時 46 分に千葉県北東部の
深さ 51km で M4.9 の地震（最大震度３）が発生し
た。この地震の発震機構（CMT 解）は西北西－東
南東方向に圧力軸を持つ型である。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震
の震源付近（領域ｂ）は、Ｍ６程度の地震が時々
発生している。東北地方太平洋沖地震の発生以降、
地震活動がより活発になっている。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年３月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2018 年３月以降の地震を濃く表示 

発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ａ 

今回の地震

（2011 年３月１日～2018 年３月 31 日）

東北地方太平洋沖地震発生 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年３月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 ｃ 

Ｂ

今回の地震
の震央位置

今回の地震 

関東地震 

 1923 年１月以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、Ｍ６程度の地震が時々
発生している。1987 年 12 月 17 日にフィリピン海
プレート内部で発生した千葉県東方沖地震(M6.7、
最大震度５)では、死者２人、負傷者 161 人、住家
全壊 16 棟、住家半壊 102 棟、住家一部破損 72,580
棟などの被害が生じた（被害は「日本被害地震総

覧」による）。 

千葉県東方沖地震

ｂ 

第10図 2018年3月13日 千葉県北東部の地震 
Fig. 10  The earthquake in the northeast of Chiba Prefecture on March 13, 2018. 

－ 88 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 30 日 茨城県沖の地震 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年３月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

 2018 年３月 30 日 08 時 17 分に茨城県沖の深
さ 56 km で M5.1 の地震（最大震度４）が発生し
た。この地震は、発震機構が西北西－東南東方
向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレート
と陸のプレートの境界で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）は、Ｍ５程度の地震が
時々発生している。東北地方太平洋沖地震の発
生以降、活動がより活発になっており、2012 年
３月１日には M5.3 の地震（最大震度５弱）、2016
年７月 27 日には M5.4 の地震（最大震度５弱）
などが発生している。 

1923 年１月以降の活動をみると、今回の地震
の震央付近（領域ｃ）では、M5.0 以上の地震が
度々発生しており、このうち、1930 年６月１日
に発生した M6.5 の地震（最大震度５）では、が
け崩れ、煙突倒壊などの被害が生じた（「日本被

害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年３月 31 日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2018 年３月の地震を濃く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

ｂ 

ｃ 

今回の地震

今回の地震

（2011 年３月１日～2018 年３月 31 日） 

東北地方太平洋沖地震発生 

Ｂ

Ａ 

ＢＡ 

栃木県 

福島県 

茨城県

今回の地震

※情報発表に用いた震央地名は〔茨城県北部〕である。

 
第11図(a) 2018年3月30日 茨城県沖の地震 
Fig. 11(a)  The earthquake off Ibaraki Prefecture on March 30, 2018. 
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第11図(b) つづき 
Fig. 11(b)  Continued. 
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４月 14 日 愛知県西部の地震 

2018 年４月 14 日 15 時 13 分に愛知県西部の深
さ６km で M4.5 の地震（最大震度４）が発生した。
また、同日 10 時 36 分に、ほぼ同じ場所で M3.6 の
地震（最大震度３）が発生するなど、一時的にや
やまとまった活動となった。これらの地震は地殻
内で発生した。４月 14 日 15 時 13 分の地震（M4.5）
の発震機構は、東北東－西南西方向に圧力軸を持
つ逆断層型である。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震
の震源付近（領域ａ）は、定常的に地震活動の見
られる領域であり、2001 年９月 27 日に M4.3 の地
震（最大震度４）が発生した。 
 1923 年１月以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｂ）では、1945 年１月 13 日に M6.8
の地震（三河地震）が発生した。この地震により、
死者 1,961 人、重傷 896 人、住家全壊 5,539 棟な
どの被害が生じた（被害は「日本被害地震総覧」
による）。 

 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年４月 30 日、 

深さ０～20km、M≧1.0） 
2018 年４月の地震を濃く表示 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ

今回の地震

（2018 年４月 13 日～４月 30 日、M≧0.7）

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年４月 30 日、 

深さ０～30km、M≧4.0） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震

三河地震

ｂ

震央分布図中の茶色の細線は、地震調査研究推
進本部の長期評価による活断層を示す。 

愛知県 

三重県 

愛知県 

第12図(a) 2018年4月14日 愛知県西部の地震 
Fig. 12(a)  The earthquake in the eastern part of Aichi Prefecture on April 14, 2018. 
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4月14日愛知県西部の地震（三河地震後の地震活動）

震央分布図（1945年1月1日～2018年4月30日、M≧4.0、
30km以浅）

領域ａ内のMT図

（1945年1月1日～1月31日）

三河地震発生前を水色、三河地震発生～1997年9月を灰色、
1997年10月～2018年3月を緑色、2018年4月を赤色で表示。

三河地震

茶線は「新編日本の活断層」による断層の位置を表す。

深溝地震断層

横須賀地震断層

0

20

40
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140

160

180

0.01 1 100 10000

震央分布図（1997年10月1日～2018年4月30日、
M≧1.0、25km以浅）

左図矩形内のMT・回数積算図（左）、M別度数分布（右）

ｂ値＝0.90（σ＝0.02）
Mth＝1.0 N＝1634

領域ａ内のM別度数分布（左）、大森・宇津式フィッティング（右）

茶線は地震調査委員会による活断層
の位置を表す。

黒：観測
赤：大森・宇津モデル

K＝24.669、c＝0.216、p＝1.153
σ＝（K：3.789、c：0.062、p：0.032）
N＝171

領域ａ内のM4.0以上の積算回数

積算回数

三河地震発生
からの経過日数

黒：観測
赤：大森・宇津モデル

今回の地震

領域ａ

三河地震（本震）後の地震の
ｂ値＝0.86（σ＝0.07）
Mth＝4.0 N＝170

1997年10月～2018年3月を緑色、2018年4月を赤色で表示。

三河地震周辺（領域ａ）におけるその後の地震活動（M≧4.0）は、
今回の地震を含め概ね大森・宇津公式にそって減衰している。
これらと1997年10月以降の地震活動（M≧1.0）のb値はいずれも
0.9程度で、現状の活動は三河地震の余震活動と区別できない。

第12図(b) つづき 
Fig. 12(b)  Continued. 
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 - 10 -  

 2018 年４月 21 日 18 時 47 分に千葉県東方沖の
深さ 33km で M5.1 の地震（最大震度３）が発生し
た。この地震の発震機構（CMT 解）は、北北東－
南南西方向に圧力軸を持つ逆断層型である。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震
の震源付近（領域ｂ）では、2003 年 11 月 23 日と
2005 年５月 19 日に今回の地震とほぼ同じ発震機
構の地震（それぞれ M5.1 と M5.4）が発生してい
る。また、「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋
沖地震」（以下、東北地方太平洋沖地震）の発生以
降に地震活動が活発になり、2011 年４月 12 日に
M6.4 の地震（最大震度５弱）が発生した。 

1923年以降の活動をみると、今回の震央付近（領
域ｃ）では、M6.0 以上の地震がしばしば発生して
いる。最大規模の地震は、2011 年３月 11 日に発
生した M7.6 の地震（東北地方太平洋沖地震の最大

余震、最大震度６強）である。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４月 21 日 千葉県東方沖の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年４月 30 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
2018 年４月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年４月 30 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

今回の地震 

ｃ 

領域ａ内の断面図（東西投影） 
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第13図 2018年4月21日 千葉県東方沖の地震 
Fig. 13  The earthquake east off Chiba Prefecture on April 21, 2018. 
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